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健康・医療ビッグデータ分析

スポーツビッグデータ分析

ビッグデータ分析による
社会課題解決
ICT技術の発展とともに、社会で生成されるデータの量、種類、発生頻度は著しく増加し
ています。本研究は、統計解析や機械学習を用いてビッグデータを分析し、社会課題の
解決に向けた新たな知見の発見や予測モデルの構築を目的としています。
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疾病予防は、医療費を抑制するための重要なアプロ

ーチです。予防効果を上げるためには、健康リスクの

高い人々を早期に発見する仕組みが必要になります。

我々の研究室では、自治体が保有する医療関連デー

タから疾病予測モデルを構築し、健康リスクの高い住

民を発見する技術を開発しています。これが実現で

きれば、自治体は高リスク者を運動教室や食事教室

などに誘導し、効果的な予防活動を行うことができま

す。

近年、スポーツ界においてもデータの活用が進んで

います。特に、野球におけるデータ分析はセイバーメ

トリクスと呼ばれ、選手の能力やチームの戦略を評価

するために用いられています。我々の研究室では、試

合の勝利確率を高めるための戦略を分析しています。

現在はデータが充実しているメジャーリーグや日本プ

ロ野球が分析対象ですが、アマチュアリーグへの応用

も可能であると考えています。


